
opusdei.org

年間第30主日（A
年）福音書の黙想

「心を尽くし、精神を尽く
し、思いを尽くして、あなた
の神である主を愛しなさ
い」。

2023/10/27

年間第30主日（A年）の福音朗読で
はマタイによる福音書22章34ｰ40節
が読まれます。朗読箇所に関連する
聖ホセマリアの言葉を紹介します
（説教より抜粋）。



自由は神の恵み

イエス・キリストの愛と同じく、無
限の自由を完全に理解することは決
してできないでしょう。しかし、主
のこの上なく貴重な宝、すなわち寛
大な燔祭を見ると、尋ねないわけに
はいきません。なぜあなたは、私が
み跡に従うことも、あなたに逆らう
こともできるようにしてくださった
のですか。このように問いかけれ
ば、自由の使い方の正否を判断でき
るようになります。人が善に向かう
なら、その自由の使い方は正しい
が、愛のなかの愛を忘れて神から離
れるなら、自由の行使において誤っ
たしるしです。ひとりの人間として
の自由、私はこの自由を、今も、い
つまでも、力の限り弁護するつもり
ですが、とにかくこの自由のおかげ
で、自分の弱さを知りつつも、大船
に乗ったような気持ちで主に申し上
げることができるのです。「主よ、
何をお望みかおっしゃってくださ



い。そして、私が進んでそれを果た
せますように」。

キリストは答えてくださいます。
「真理はあなたたちを自由な者とす
るだろう」[1]。ところで、生涯を貫
く、この自由の道の始まりであり、
終わりである真理とは、一体どのよ
うな真理のことなのでしょう。神と
人間の関係を知れば当然もちうる、
喜びと確信に満ちた答えを要約して
みましょう。ここでいう真理とは、
私たちが神のみ手から生まれ、至聖
なる三位一体の深い愛の対象とな
り、かくも偉大な御父の子であると
いうこと。この真理をよく自覚し、
日々味わう決心ができるよう、主に
お願いしましょう。そうすれば、自
由な人間にふさわしい生き方ができ
ます。しっかりと心に刻み込んでお
いてください。神の子であることを
知らない人なら、自分に最も近しい
真理を知らないわけですから、何も
のにもまして主を愛する人らしく、



自らを支配し、自らに打ち勝つこと
はできないでしょう。

天国を勝ち取るためには、ためらわ
ず、たゆみなく、全く自発的に決意
して、自由に道を切り拓いてゆかね
ばなりません。しかし、自由意志だ
けでは充分でなく、道標なり道案内
なりが必要です。「魂が歩みを進め
るためには、導き手がいる。それゆ
え魂は、悪魔ではなく、キリストを
王とすることのできるよう贖われた
のである。悪魔の支配は耐え難い
が、キリストのくびきは快く、その
荷は軽い(マタイ11・30)」[2]。

自由、自由、と声を大にして叫ぶ
人々の欺瞞を退けなさい。そのよう
な叫びは悲しむべき奴隷状態に陥っ
ている証拠であることが多いので
す。過ちを選べても自由であるとは
言えません。私たちを自由にするこ
とがおできになるのはキリストだけ



です[3]。主のみ、道であり、真理、
生命です[4]から。

再び、神に問いかけてみましょう。
主よ、何のためにこのような能力を
与えてくださったのですか。なぜ、
選んだり、拒否したりする力をお与
えになったのですか。私がこの能力
を正しく使うことをお望みです。し
かし、私は何をすればよいのでしょ
うか[5]。すると、ためらいを許さぬ
適確な答えが返ってきます。「心を
尽くし、精神を尽くし、思いを尽く
して、あなたの神である主を愛しな
さい」[6]。

お分かりでしょうか。自由が本当の
意味をもつのは、救いをもたらす真
理を得るために使うとき、あらゆる
種類の奴隷状態から解き放つ神の無
限の愛を、疲れをいとわず求めると
きなのです。キリスト者が有するこ
の測り知れない宝、つまり「神の子
らの光栄の自由」[7]を大声で人々に



告げ知らせたいという気持ちが日毎
に強くなります。聖パウロの言葉に
は、「善悪を識別した後に善」を追
求するという、「善き意志」[8]につ
いての教えが要約されています。

良心の負うべき大切な責任について
黙想して欲しいと思います。誰一人
として私たちの代わりに選択するこ
とはできません。「善に向かって自
己を導くのは、自分自身であって他
人ではないということ、ここにこ
そ、人間のもつ最高の尊厳がある」
[9]。カトリックの信仰を両親から受
け継いできた人は大勢います。神の
恵みによって、生まれて間もなく洗
礼を受けたとき、超自然の生命が芽
生えました。しかし、全生涯を通じ
て、いや毎日、何にもまして神を愛
するという決意を新たにしなければ
なりません。「神の御独り子である
＜みことば＞の支配を無条件に受け
入れる者こそ、キリスト信者、つま
り真の信者である」[10]。そして、こ



の恭順には、「神である主を拝み、
ただ主に仕えよ」[11]と言われたキリ
ストと同じ態度で悪魔の誘惑に立ち
向かう心構えが伴っていなければな
りません。

（ホセマリア・エスクリバー『神の
朋友』26ｰ27）
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